





















































次のようにした。 （＊ここで言う「能力」とは， 「思考カ ・判断カ ・表現力」の総称である。）






























対話 えや演奏にかかわり新 わり ，他者とともに新たな考え わり， 三位一体の対話で自己の変
たな考えに気づく をうみだす 容に気づく










た歌唱 ・鑑賞活動である。本時は、2拍子である「アラベスク」と 3拍子である「メヌエッ ト」を聴き、
それぞれの音楽に合わせて体を動かすことで、 2拍子と
3拍子の違いを感じ取らせたいと考えて行った。
「学びをデザインする子どもたちの姿」をめざして、次
の①～③の活動を積極的に取り入れるようにした。①聴
く視点を与えながら何度も聴く。②ペア活動やグループ
活動を取り入れて、 仲間とかかわり合いながら聴く。③
自分の感じ方を広げるために，自分と友達の音楽に合わ
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せた体の動きを比べる場面を取り入れる。
同じフレーズが聴こえたら手を挙げるなど、聴く視点を与えてから聴くことで子どもたちの集中力は
高まり、楽曲の構造を学ぶことにもつながった。
図2:また、 ペア活動やグループ活動を取り入れたこと
によって、友達がどのように拍のまとまりを感じて
いるのかをお互いに知ることができたのは、拍子感
を高めていくのに効果的であったと考える。しかし、
学びをデザインする子どもの姿をめざしていくため
には、もっと子どもたち同士がかかわり合いながら
感じ方を共有し合える場の設定を行う必要があった。
そのためには、日頃から聴き合える学級風土を大切
にし、教師が子ども一人一人を丁寧にみとることが大切であると感じた。
本時の中で、身体は3拍子の動きで動いているのに、実際に何拍子かと尋ねると「2拍子」という答
えが子どもから返ってくることがあった。拍子感などはすぐに身に付くものではない。学習したことを
使いながら、思いや意図をもって表現できる子どもの姿を求めて、日々の授業や生活の中でも繰り返し
意識させるなどして、積み重ねながら取り組んでいきたい。
3. 研究の展望
音楽科では，子どもたちが質の高い音楽的な力を身に付けるために， 「比べる」をキーワードに表現及
び鑑賞の楽しい活動を通して， 音楽の魅力にせまりたい。思いや意図をもって表現できる子どもを育て
るために，以下の方法で楽しみながら学びをデザインする子どもたちをめざす。
① 表現と鑑賞の活動において，「比べる」学習の筋道を明らかにする。
② 意識を向け集中して聴く（見る）活動から，感じ取ったことを言葉などで表せられるようにする。
③ 「比べる」活動を 「対話」とリンクさせることによって，楽しみながら学びをデザインすることを
めざす。
4. 研究の評価
① 「比べる」活動を行うことで子どもたちの学びの姿が変化したか。その変化を表現にいかすことが
できたか。
② 「比べる」活動を行うことで子どもたちが思いや意図をもって表現することにつながったか。
③演奏の聴取や楽譜などから事実を見つけ，その事実を根拠として「吟味」する音楽的な言語力の高ま
りから，すべての子どもたちの学びの深まりが見られたか。とりわけ「努力を要する」と判断した
子どもたちが改善されたか。
④課題設定の工夫（教材設定の工夫，発問の工夫，課題プリントの使用や一覧表示）によって，すべ
ての子どもたちの学びが変化したか。とりわけ 「努力を要する」と判断した子どもの学びが改善さ
れたか。また学級の子どもたちの学びが，客観的に変化の様相を見せたといえるか。
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